
金津本陣 IK
OSSA に

歴史を学び
にいこっさ

！

オレンジカフェ・あわら
と　き　毎週火曜日　13 時～ 16 時
ところ　さくらセンター（あわら市清王 36-20）
参加費　100 円
問合せ　認知症キャラバン・メイト
　　　　藤

ふ じ た
田　由

よ し み
美 氏　☎ 73-1347

メロン・カフェ
と　き　毎月第３土曜日　14 時～ 15 時 30 分
ところ　湯の町メロン苑（あわら市二面 42-20）
参加費　100 円
問合せ　湯の町メロン苑　☎ 77-1288

認知症をよく知り、助け合おう！
　市では、地域の人が「認知症になっても、住み慣れた地域で安心して生活
ができる社会」の実現に向けて認知症サポーターの養成に取り組んでいます。
認知症サポーターとは？
　認知症サポーターとは、養成講座受講者で認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者
のことです。
　 「認知症サポーター」は、何か特別なことをするわけではなく、まずは「正しく理解すること」がスタートです。
認知症サポーター養成講座とは？
　養成講座では、認知症について正しく理解してもらうために、基礎知識や認知症の人との接し方を中心にお話し
します。講座は 1 時間から 1 時間半程度で、受講者には、サポーターの証となる「オレンジカー
ド」を配布します。
　地域（自治会、老人クラブ、子ども会）、団体（銀行、警察、郵便局、スーパー、コンビニエ
ンスストアなど）、学校や職場などで養成講座を受け、認知症の人への対応方法を学び、日ごろ
からできることを考えていきましょう。
講座の申し込み
　会場を指定し、５人以上のグループで健康長寿課に電話（☎ 73-8022）または窓口でお申し
込みください。

認知症をよく知り、助け合おう！

「認知症カフェ」に参加しませんか
　市内 2 カ所で認知症カフェを開催しています。認知症カフェとは、認知症の人やその家族、地域の人、認
知症を予防したい人など誰でも気軽に参加でき、認知症について話すことができる憩いの場です。参加申し
込みは不要です。

＜一般書　文学＞
あじろ （赤松　利市）
告白撃 （住野　よる）
海を破る者 （今村　翔吾）
クスノキの女神 （東野　圭吾）
ドクター・デスの再臨 （中山　七里）
町なか番外地 （小野寺　史宜）
詐欺師と詐欺師 （川瀬　七緒）
Timer （白石　一文）
なんどでも生まれる （彩瀬　まる）
マリリン・トールド・ミー  （山内　マリコ）

＜一般書・その他＞
聖書の解剖図鑑 （山野　貴彦）
手ツボ・足ツボ大全 （五十嵐　康彦）
パパの子育て応援ＢＯＯＫ

（ファザーリング・ジャパン）
のどごし自慢の絶品そうめん（満留　邦子）
力道山未亡人 （細田　昌志）
学童弁当 （野上　優佳子）
アイラップで簡単レシピ （橋本　加名子）
書店員は見た！ （森田　めぐみ）
熱中症からいのちを守る （谷口　英喜）

＜児童書＞
なつのおそろいをつくりに （石井　睦美）
ばったのたんちゃんうまれたよ！ 

（ねもと　まゆみ）
いいわけはつづくよどこまでも      （岡田　淳）
バナナにげる              （よねやま　ゆうた）
資料室の日曜日 （村上　しいこ）
ドングリのたんけん     （おくやま　ひさし）
ブルーラインから、はるか（林　けんじろう）
なんのサンドイッチ？     （たなか　ひかる）
にんじゃきくんじゃでんごんじゃ

（川之上　英子）
もののけ diary （京極　夏彦）

本の所在については、図書館にお問い合わ
せください。
問合せ　芦原図書館　☎ 78-7246

金津図書館　☎ 73-1011
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郷土歴史資料館 だより郷土歴史資料館 だより

開館時間  9 時 30 分 ～ 18 時（最終入館 17 時 30 分）
問合せ　☎ 73-5158　　  73-1038　　　maibun@city.awara.lg.jpFAX

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第４木曜日（祝日の場合はその翌日）

令和 6年度特別展　越前特有の石造狛犬大集合！
～地区のお宝狛犬初展示～

　神社に参拝すると、参道に石造狛犬を見ますが、実はそれら
のほとんどが明治時代以降に作られたものです。
　しかし、福井県では、戦国時代から笏谷石で多くの狛犬が作
られました。県内だけでなく、日本海沿岸を中心に広く流通し、
現在まで伝わっています。
　笏谷石の狛犬が現在まで伝わった数が、実はあわら市が全国
トップクラスです。しかし、それらの多くが拝殿などの建物の
中に置かれているため、知らない人が多いのです。
　本展では笏谷石の狛犬を中心に、江戸時代以前の古い狛犬の中
から、10 年調査してきた学芸員が選び抜いたものを展示します。
と　き　７月 27 日（土）～

10 月 27 日（日）
ところ　郷土歴史資料館　

企画展示ゾーン・特別展示室
入場料　300 円

▲ 石造狛犬 - 永正十二年銘 -
　 福井県指定文化財
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▲ホームページ

夏休み！芦原図書館お祭りコーナー

　８月４日（日）～８月 16 日（金）までの間、
芦原図書館会議室がお祭りコーナーに！
輪投げや缶たおしなどで遊ぶことができます！
８月 10 日（土）11 時からは、おはなし会と
ミニ工作をします！申込みは不要です。ぜひ遊
びに来てね♪

　今回の特別展にあわせて、「狛犬クイズラリー」
を行います。
　「狛犬クイズラリー」は、展示されている狛犬
やその解説を見ながら、狛犬に関するクイズに
挑戦するものです。
　全問正解した人には、本クイズラリー限定の

「選べる！ 狛犬缶バッチ」を、景品としてプレゼ
ントします。
と　き　特別展会期中

７月 27 日（土）～ 10 月 27 日（日）
対　象　特別展入場者
参加費　無料

（特別展入場料
は別途必要）

狛犬クイズラリー

▲ かわいい狛犬がたくさん

▲ 「認知症サポーターキャラバン」
マスコットキャラクター　ロバ隊長
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